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日
本
の
過
疎
地
域
は
、
面
積
で

は
国
土
の
半
分
以
上
57
・
３
％
を

占
め
る
が
、
人
口
は
１
割
に
満
た

な
い
８
・
１
％
。
だ
が
、
過
疎
地

域
は
国
土
保
全
、
水
源
、
温
暖
化

防
止
、
生
物
多
様
性
な
ど
様
々
な

面
か
ら
重
要
な
地
域
で
あ
り
、
過

疎
地
域
の
活
力
を
維
持
、
振
興
す

る
必
要
性
は
極
め
て
高
い
。

　

学
校
で
も
、
中
学
校
社
会
科
の

地
理
的
分
野
で
は
、
日
本
の
各
地

域
を
学
習
す
る
際
に
「
人
口
や
都

市
・
村
落
」
を
学
習
の
中
核
と
し
、

地
域
の
産
業
、
文
化
な
ど
様
々
な

要
素
を
関
連
づ
け
て
、
過
疎
地
域

の
特
色
を
学
習
し
て
い
る
。

　

学
習
指
導
要
領
は
「
…
…
人
口

の
分
布
や
動
態
、
都
市
・
村
落
の

　
「
た
だ
の
葉
っ
ぱ
」
が
過
疎
の
町
を
救
っ
た
―
―
。
日
本
全
体

の
人
口
が
減
少
す
る
な
か
、
中
山
間
地
域
や
山
村
は
過
疎
化
が
進

み
、
地
域
の
活
力
維
持
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
過
疎

の
町
・
徳
島
県
上か

み

勝か
つ

町ち
ょ
う
で
は
、
お
年
寄
り
に
よ
る
「
葉
っ
ぱ
ビ
ジ

ネ
ス
」
が
町
を
よ
み
が
え
ら
せ
た
。
そ
の
成
功
事
例
は
中
学
校
の

教
科
書
に
採
用
さ
れ
、
全
国
の
中
学
生
が
今
、
過
疎
地
域
を
振
興

す
る
重
要
性
を
し
っ
か
り
学
ん
で
い
る
。

立
地
や
機
能
に
関
す
る
特
色
あ
る

事
象
を
中
核
と
し
て
、
人
々
の
生

活
や
産
業
な
ど
と
関
連
付
け
、
過

疎
・
過
密
問
題
の
解
決
が
地
域
の

課
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
考
え
る
」
と
定
め
て
い

る
。
過
疎
化
と
い
う
現
象
を
学
習

の
中
心
に
据
え
、
デ
ー
タ
な
ど
の

現
象
面
を
学
習
す
る
ほ
か
、
過
疎

化
が
も
た
ら
す
生
活
や
産
業
面
へ

の
影
響
、
過
疎
化
解
決
へ
の
取
り

組
み
ま
で
学
習
す
る
よ
う
求
め
て

い
る
。

　

中
学
生
は
過
疎
地
域
活
性
化
に

向
け
た
様
々
な
取
り
組
み
を
学
ん

で
お
り
、
中
で
も
上
勝
町
に
関
す

る
学
習
は
有
名
だ
。
同
町
は
、
日

本
料
理
に
添
え
る
柿
の
葉
や
も
み

じ
の
葉
な
ど
の
「
つ
ま
も
の
」
を

生
産
し
、
高
齢
者
を
中
心
に
高
い

現
金
収
入
を
得
る
こ
と
に
成
功
し

た
。

　
「
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
」
は
第
３

セ
ク
タ
ー「
株
式
会
社
い
ろ
ど
り
」

が
主
導
。
柑
橘
類
を
使
っ
た
商
品

開
発
や
お
茶
の
開
発
、
し
い
た
け

の
販
売
な
ど
に
拡
大
し
、
過
疎
地

域
の
活
性
化
事
例
で
注
目
さ
れ

る
。
都
会
か
ら
若
者
の
移
住
希
望

も
あ
り
、
過
疎
地
域
の
魅
力
あ
ふ

れ
る
地
域
づ
く
り
に
発
展
し
た
。

　
「
い
ろ
ど
り
」
の
取
り
組
み
は

中
学
校
社
会
科
の
地
理
的
分
野
の

教
科
書
（
４
社
）
全
て
が
採
用
。

全
国
の
中
学
生
は
過
疎
地
域
の
取

り
組
み
と
し
て
、
必
ず
上
勝
町
の

「
い
ろ
ど
り
」
を
学
ん
で
い
る
。

　

上
勝
町
は
徳
島
県
中
央
や
や
南

東
寄
り
に
あ
り
、
徳
島
市
中
心
部

か
ら
南
西
約
40
㌔
車
で
１
時
間
ほ

ど
の
町
。
東
西
19
㌔
南
北
12
㌔
で

四
国
一
小
さ
な
町
と
い
う
。
２
０

１
３
年
３
月
末
の
人
口
は
、
１
８

６
６
人
、
う
ち
65
歳
以
上
が
ほ
ぼ

半
分
の
９
２
０
人
を
占
め
、
高
齢

化
、
過
疎
化
が
進
む
。

　
「
い
ろ
ど
り
」
に
よ
れ
ば
、
葉

っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
は
１
９
８
７
年
に

始
ま
り
、
つ
ま
も
の
は
現
在
３
２

０
種
類
以
上
。
商
品
が
軽
く
綺
麗

で
、
女
性
や
高
齢
者
も
取
り
組
め

る
利
点
か
ら
、
70
代
以
上
を
中
心

に
年
間
売
上
高
は
２
億
６
０
０
０

万
円
。
１
０
０
０
万
円
以
上
の
収

入
を
得
た
お
年
寄
り
も
。
人
口
の

２
倍
の
視
察
者
が
訪
れ
、
吉
行
和

子
、
富
司
純
子
、
中
尾
ミ
エ
ら
出

演
の
映
画
「
人
生
、
い
ろ
ど
り
」

も
制
作
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
化
も
さ
れ
た
。

　

教
科
書
会
社
に
よ
っ
て
違
い
は

あ
る
が
、「
い
ろ
ど
り
」の
記
述
は
、

大
き
く
２
つ
の
視
点
か
ら
過
疎
地

域
振
興
の
重
要
性
を
子
供
達
に
学

習
さ
せ
る
内
容
で
あ
る
。

　

第
１
は
、
地
域
に
あ
る
資
源
を

地
域
住
民
が
自
ら
探
し
、
開
発
す

る
重
要
性
で
あ
る
。
上
勝
町
で
は

山
に
あ
る
「
あ
り
ふ
れ
た
植
物
の

葉
」
が
、
都
会
の
料
亭
で
は
貴
重

な
「
つ
ま
も
の
」
と
し
て
利
用
さ

れ
る
こ
と
、
つ
ま
り
地
域
の
貴
重

な
資
源
で
あ
る
こ
と
に
気
付
き
、

ビ
ジ
ネ
ス
化
し
て
い
る
点
だ
。

　

過
疎
地
域
が
「
な
い
も
の
ね
だ

り
」
を
す
る
の
で
な
く
、
地
域
住

民
が
自
ら
地
域
の
資
源
を
探
す
重

要
性
を
中
学
生
に
伝
え
る
。ま
た
、

葉
っ
ぱ
を
集
め
パ
ッ
ク
に
詰
め
た

だ
け
で
は
商
品
に
な
ら
ず
、
大
き

さ
や
色
を
揃
え
て
は
じ
め
て
価
格

が
つ
く
商
品
と
し
て
販
売
可
能
に

な
る
訳
で
、
地
域
資
源
を
地
域
住

民
が
知
恵
を
出
し
て
磨
き
上
げ
る

大
切
さ
も
示
し
て
い
る
。

　

第
２
は
、
過
疎
地
域
で
の
情
報

通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
要
性
を

学
ば
せ
て
い
る
点
。
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
パ
ソ
コ
ン
の
前
で
注
文
を
確

認
す
る
写
真
を
掲
載
し
た
教
科
書

も
あ
り
、
大
阪
や
東
京
の
市
場
が

求
め
る
多
様
で
短
納
期
の
注
文
に

対
し
、
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
を
駆

使
し
臨
機
応
変
に
出
荷
で
き
る
シ

ス
テ
ム
を
「
い
ろ
ど
り
」
が
構
築

で
は
、
社
会
科
で
過
疎
地
域
振
興

の
重
要
性
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
上

勝
町
の
事
例
な
ど
を
学
習
す
る
こ

　近未来の道の駅を空想してみます。旬の
食材が豊富な地場産コーナーでのこと。地
元名産の果物にスマホをかざすと、ディス
プレイに生産者情報が表示され、動くはず
のないその果物が動き出しました。映像は
現実世界から、果物が生まれ育った「過去」
の畑へといざなって行きます。新緑が芽吹
く季節の、美しい山々に囲まれた果物の誕
生した故郷。微笑ましい映像に心惹かれ、
画面脇にある地図のボタンを押せば、その
畑までの道のりが示されました。車に戻り
スマホをダッシュボードに置くと、スマホ

と車が情報を共有し、カーナビをセットす
る必要もなく、その畑まで半自動運転で案
内してくれます。ガイドブックにもない知
られざるとっておきの景色に向け、いざ出
発――。
　道の駅と先端技術が融合した世界では、
実用段階に達している拡張現実（AR）と
いう情報工学技術と、高度道路交通システ
ム（ITS）という先端交通技術が組み合わ
されば不可能ではありません。その地が初
めての外国人ユーザーにも、新技術の融合
時代は、地元ならではの強みを発揮する手
作りの「日本」を紹介できます。
　道の駅の情報発信機能も、先端技術が
集積・融合すれば、ますます魅力的なイ
ンフラ拠点になるでしょう。それができ
るのも、世界で唯一、道に「駅」がある
日本の強みです。

シリーズ「国土教育」 学校教育における過疎地域振興の位置づけ

徳島県上勝町の「葉っぱビジネス」を全国の中学生が学習中

と
で
、
過
疎
地
域
の
課
題
解
決
に

は
地
域
が
自
ら
努
力
し
て
地
域
の

資
源
を
磨
き
上
げ
、
情
報
通
信
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
距
離
の

ハ
ン
デ
ィ
を
克
服
す
る
な
ど
の
成

功
要
因
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
学
ん

で
い
る
。

　

全
国
の
中
学
生
が
、
元
気
に
頑

張
っ
て
い
る
過
疎
地
域
の
例
を
学

ん
で
過
疎
地
域
の
重
要
性
に
気
付

き
、
地
域
が
独
自
に
工
夫
す
る
と

い
う
地
域
づ
く
り
に
、
主
体
的
に

関
わ
る
人
材
に
育
つ
こ
と
を
期
待

し
た
い
。

（
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局

三
橋
浩
志
）
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し
て
い
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

　

交
通
面
の
ハ
ン

デ
ィ
を
乗
り
越
え

る
に
は
、
情
報
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
活
用
は
不
可
欠

で
あ
り
、「
い
ろ

ど
り
」
に
よ
る
高

齢
者
向
け
の
Ｉ
Ｔ

研
修
会
や
、
高
齢

者
向
け
マ
ウ
ス
の

開
発
事
例
を
紹
介

し
て
い
る
教
科
書

も
あ
る
。

　

全
国
の
中
学
校

花ロードえにわ
薬袋真也支配人

　花壇や花時計などたくさんの花に囲ま

北海道恵庭市南島松 817-18
国道 36 号　TEL.0123-37-8787

れた道の駅です。隣接のいこいの花畑では、200
種類以上の草花が来館者の目を楽しませてくれま
す。焼きたてパンを提供するベーカリー工房や地
元産の食材を活用したフードコーナー、特産のえ
びすかぼちゃを使った土産品も充実しています。

あさじ
羽田野勲店長

　地域一帯が日本ジオパークに認定さ

大分県豊後大野市朝地町板井迫 1018-1
国道 57 号　　　TEL.0974-64-1210

れ、近くのトレッキング用オルレコースをめざす
方々の利用が高まっています。レストランでは県
外でもブランド評価の高い「朝地牛」を手軽に食
べられるのがおすすめ。ジビエイベントのファン
も増え、「猪うどん」や「紅茶猪」が好評です。

思川
高山正勝支配人

　日光連山、筑波山、富士山が望め、自

栃木県小山市下国府塚２５－１
国道 50号　　TEL.0285-38-0201

然条件を活かし高い技術力でつくられる「おやま
ブランド」の農畜産物や商工芸品を取り揃えてい
ます。開放的な建物内で、長芋ハンバーグ、肉汁
うどん、おとん弁当などの郷土食をお楽しみくだ
さい。土産物はおやま和牛、各種はとむぎ製品を。


